
 

学
校
給
食
費
増
額
分
助
成 

 

来
年
度
以
降
も
必
要 

 

小
矢
部
市
は
、
学
校
給
食
費
を
２
０
２
３
年
４

月
か
ら
値
上
げ
し
ま
し
た
が
、
保
護
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
そ
の
増
額
分
を
助
成
し
ま

す
（
７
５
０
万
円
）
。
し
か
し
、
こ
の
助
成
は
２

０
２
３
年
度
の
み
で
あ
る
た
め
、
来
年
度
以
降

引
き
続
き
助
成
す
る
仕
組
み
を
作
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

 

農
業
者
に
支
援
金
決
定 

 

２
０
０
円
／
１
０
ａ 

 

ま
た
、
市
内
農
業
者
に
対
し
、
農
作
物
の
作

付
面
積
（
二
毛
作
含
む
）
１
０
ａ
当
り
２
０
０

円
の
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
（
７
０
０
万
円
）
。 

こ
の
２
点
は
、
５
月
８
日
に
日
本
共
産
党
小

矢
部
市
委
員
会
が
市
長
に
申
し
入
れ
た
要
望
が

実
現
し
た
も
の
で
す
。 

 

県
も
５
０
０
円
／
１
０
ａ 

 

な
お
、
農
業
者
に
は
県
か
ら

も
、
化
学
肥
料
・
燃
料
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た

取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
１
０
ａ
当
り
５
０

０
円
の
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

 
子
育
て
・生
活
困
窮
者
に
も
支
援 

 

小
矢
部
市
で
は
そ
の
他
に
、
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
（
ひ
と
り
親
世
帯
や
低
所

得
の
子
育
て
世
帯
へ
児
童
一
人
に
つ
き
５
万

円
）
、
生
活
困
窮
者
等
生
活
支
援
金
（
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
１
世
帯
３
万
円
）
を
支
給
し
ま

す
。 こ

の
２
つ
の
給
付
金
に
つ
い
て
、
２
０
２
３

年
１
月
以
降
に
収
入
が
減
少
し
た
家
計
急
変
世

帯
が
含
ま
れ
ま
す
。
対
象
の
方
は
申
請
が
必
要

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
子
ど
も
家
庭
課
・社
会
福
祉
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事
業
補
助
金

や
介
護
保
険
事
業
所
等
へ
の
支
援
金
を
含
め
、

約
１
億
６
千
万
円
の
補
正
予
算
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

（
共
産
党
）
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
に
助
成
を
す

る
こ
と
。 

（
県
）
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

は
、
任
意
接
種
で
あ
り
、
個
人
の
判

断
に
よ
り
個
人
の
負
担
で
受
け
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
国

で
は
、
年
代
別
に
効
果
を
調
べ
検

討
し
て
い
る
。 

  
 

東
京
で
は 

 
 
 

今
年
度
か
ら
実
施 

 

東
京
都
で
は
２
０
２
３
年
度
か

ら
接
種
費
の
個
人
負
担
軽
減
の
た

め
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

費
を
助
成
す
る
区
市
町
村
へ
の
補

助
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
補
助

額
は
、
生
ワ
ク
チ
ン
の
場
合
は
５
千

円
／
回
（１
回
の
み
）、 

不
活
化
ワ

ク
チ
ン
は
１
万
円
／
回
（
２
回
ま

で
）を
上
限
で
す
。
任
意
予
防
接
種

に
お
け
る
健
康
被
害
の
救
済
措
置

に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

県
内
で
は
上
市
町
が
上

限
５
千
円
１
回
の
み
で
補

助
し
て
い
ま
す
。
富
山
県
で

も
ぜ
ひ
実
施
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 
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小
矢
部
市
５
月
臨
時
議
会
が
２
２

日
、
２
３
日
に
開
か
れ
、
物
価
高
騰
対

策
と
し
て
補
正
予
算
（案
）
が
審
議
さ

れ
、
１
４
事
業
の
実
施
が
決
ま
り
ま
し 

た
。
財
源
は
、
国
の
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
で
す
。 ４

月
か
ら
市
営
バ
ス
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
路
線
区

間
で
は
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
「
チ
ョ
イ
ソ

コ
お
や
べ
」
の
実
証
運
行
を
始
め
ま
し
た
。 

「チ
ョ
イ
ソ
コ
お
や
べ
」を
利
用
し
た
７
５
歳

以
上
の
市
民
か
ら
、
「家
ま
で
来
て
も
ら
え
る

の
で
、
通
院
な
ど
に
便
利
で
と
て
も
助
か
っ
て

い
る
。
往
復
４
０
０
円
（後
期
高
齢
者
等
の
場
合
、

一
般
の
人
は
１
乗
車
４
０
０
円
）で
行
け
る
の
も
良

い
。
し
か
し
行
先
は
停
留
所
に
限
ら
れ
て
い
る

の
で
、
小
矢
部
郵
便
局
に
も
停
留
所
を
作
っ
て

ほ
し
い
」と
い
う
声
を
聞

き
ま
し
た
。 

 

上
田
由
美
子
市
議
は

市
議
会
全
員
協
議
会(

５

月
２
２
日)

で
質
問
し
、

生
活
環
境
課
長
は
「小

矢
部
郵
便
局
に
も
事
業
所
停
留
所
の
要
望
調

査
を
し
て
い
る
」と
答
え
ま
し
た
。 

市
は
行
先
と
な
る
停
留
所
（金
融
機
関
や
医

院
、
店
舗
な
ど
）の
設
置
に
つ
い
て
、
５
月
中
旬
か

ら
６
月
ま
で
要
望
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
利
用

者
か
ら
も
希
望
を
出
し
ま
し
ょ
う
。
事
業
所
停

留
所
は
、
２
３
年
１
０
月
１
日
（日
）か
ら
利
用

が
始
ま
り
ま
す
。 

な
お
、
メ
ル
バ
ス
路
線
で
も
７
月
か
ら
休
日

は
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
に
（平
日
は
メ
ル
バ
ス

定
期
便
運
行
）、
１
０
月
か
ら
は
平
日
の
日
中
時

間
帯
も
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
に
移
行
（朝

夕
の
時
間
帯
は
ひ
き
つ
づ
き
メ
ル
バ
ス
を
定
期
便
と
し

て
運
行
）し
ま
す
。 

解
説 

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
と
は 

乗
り
合
い
型
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
一
形
態

で
、
乗
降
地
点
、
経
路
、
運
行
時
刻
な
ど
を
利
用

者
の
要
求
に
こ
た
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

５月臨時議会 

「
停
留
所
を
増
や
し
て
」 

ＡＩオンデマンド交通 

後進国だけがしている世襲制 
 

料亭で３万円の料理食う 
  庶民は昼にカップ麺だよ 

 政界川柳・狂歌  
      荒川翔平 

 

 

 


